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の
心
の
狀
態
を
多
少
記
す
積
b
で
あ

;
私
は
是
迄
、
最
高
の
意
義
あ
る
乙
定
を
、
ハ
其
實
在
を 

意
識
せ
す
に
、
是
轂
す
る
所
が
大
で
あ
つ
た
や
ぅ
に
见 

は
れ
る
。：

.
さ

ぅ
し
て
&
は
是
れ
を
ノ
事
物
の
非
®
に
不 

健
全
な
る
狀
態
で
あ
る
C
知
.？V

て
居
た
。
.此
意
識
は
T 

«
ら
，0
皆

&
.
'
撥

師

が

至

高

:0
:*
:
理
に
於
け
る
單
な
る 

:

傅
統
的
信
仰
0
無
價
値
に
關
し
て
吿
げ
れ

、
»

®
な
る 

歡
語
に
依
て
"
喚
起
さ
れ
介
。
私
が
今
日
或
主
®
な
る 

敎
理
を
信
す
.る
幾
多
の
理
由
を
探
求
す
れ
ば
、
す
る
程

私
は
、
懸
念
を
以
て
充
た
^
れ
"
又
躊
躇
：さ
せ
ら
れ
れ
の 

で
あ
る
。
そ
こ
..で
私
は
，
眞
理
.を
學
ぶ
に
如
何
程
高
憤 

を
費
す
も
、
夫
れ
を
敎
へ
ら
れ
る
の
を
非
常
に
熱
■
し 

た
、

T
h
o
m
a
s

 C
a
r
l
y
e

は
、
私
の
心
の
狀
態
.を
巧
み
に
諷 

し
て
、『

世
人
の
信
ず
^
こ
ビ
を
信
じ
や
う
ぞ
.す
る
或
人 

の
痙
孿
的
努
力』

' 美

っ

た

.0

併
し
夫
れ
は
違
う
で
あ 

ら
う
。
私
は
、
私
自
身
及
び
私
の
神
ヒ
共
に
、
不
正
な 

役
割
を
演
じ
て
居
：る
皮
思
つ
たc

S
は
、
.基
督
を
媒
介 

者
及
び
典
型
者
S
し
て
充
分
信
仰
し
た
が
"
併
し
私
が 

甚
督
を
救
世
主
^
し
て
是
認
す
る
こ
と
は
、
私
の
•趣
性 

に
反
し
た
所
で
あ
る
。
而
.七
此
時
に
私
が
唯
一
神
敎
徒 

に
な
ら
な
か
つ
た
の
は
フ
私
は
敎
琎
の
眞
理
を
硏
究
す 

る
こV

が
出
來
な
か
つ
れ
に
も
拘
t
tら
ず
、
尙
对
夫
れ 

が
眞
理
で：
あ
う
、
且
私
が
或
は
祈
禱
し
"或
，ば
饋
書
し
" 

或
は
沈
思
し
て
、
熱
心J

2

次
眞
面
目
に
夫
れ
を
追
求
し 

領
け
た
な
ら
议
、
私
は
诌
分
で
夫
れ
を
知
る
こ
ビ
が
出

:)

來
る
箬
で
あ
る
$
云
ふ
完
全
な
：確
信
を
：持
績
け
て
居
た
. 

か
ら
.で
あ
る
。H

e
n
d
e
r

 M
o
l
e
s
w
o
r
t
h

が
或
日
呙
然
私 

に
告
げ
た
言
葉
は
。
*
嘆
^
、
奪
國
と
の
此
時
を
通
じ
，
 

て
：>
:私
に
慰
安
.の
.曙
光
を
屢
々
與
へ
ft
。
彼
の
：日
く
、
: 

『

信
仰
の
缺
乏
は
往
々
、
さ
も
な
け
れ
ば
一
の
試
練
を
す 

&
持
れ
ぬ
で
あ
ら
ぅ
所
の
人
々
^
許
容
さ
れ
る
マ
し
思 

ふ
？
何
故
S
云
ふ
に
，汝
ん
知
る
如
く
、信
仰
の
缺
乏
は
、
 

非
常
に
大
な
る
試
練
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
^

^

"私
は
、

彼
の
言
の
眞
理
で
あ
る
こ
^
を
遂
に
彼
に
吿
げ
な
か
つ 

ZO私
は
> 
或
時
禮
拜
办
際
沈
思
し
た
後
に
.、：.

は
神
の
- 

靈
魂
を
以
て
私
達
に
語
る
の
で
あ
る
皮
信
じ
だ
。
»
は
、
 

私
が
正
し
い
ど
知
り
、
又
ょ
6
光
輝
あ
るm

を
期
待
す 

る
所
の
こ
^
に
和
同
し
て
，

|

層
基
督
の
や
ぅ
な
生
涯
：
 

を
送
ら
ぅw

努
め
た
。

ぺ：私
の
精
神
的
生
活
に
■於
け
：る
次
の
時
期
はJ

oh
n 

Stevenson

が
私
に
與
へ
れ
聖
，パ
オ
ロ
の
達
希
伯
來
書
第
.

十
章
の
解
釋
で
：あ
つ
て
、
私
は
之
を
許
容
す
を
，5
Jが 

出
來
た
。
其

際Stevenson ’

は
、
私
達
が
全
然
法
を
履 

行
す
る
こ
セ
の
不
可
能
で
-あ
つ
.て
、
之
が
た
め
に
被
ひ 

る
私
達
の
，死
罪
の
あ
る
こ
ピ
を
街
げ
た
。
私
達
は
、
最 

|
:

早
罪
過
を
取
除
ぐ
可
き
牡
牛
や
山
羊Q

血
液
の
效
カ
を 

:

信
じ
な
か
つ
た
。
然
ら
ば
私
達
は
、
#
の
永
久
的
憤
怒 

を
.逃
：れ
ふ
希
||
を
何
の
土
に
«
建
て
る
こ
' ミ
が
«1
*
名 

か
。
私
達
の
'救
濟
R
關
す
る：

眞
の
懸
念
を
此
鄭
に
ネ
で 

齎
ら
す
時
、ぃ
私
達
3
:眼
は
、
：罪
過
に
：嶽
す
る
灘
.1,.

の
永 

'久
的
鱗
牲
.
4
し

て

雾

を
.捧
げ
拎
甚
督
を
見
る
：や
ぅ
に 

|

慈
悲
f

 

_炉
れ
る
0
で

あ

，
る

？

令0)
,
し

て

私

達

の

酸
 

罪

の

舞

S

t
て
、
钰
古
0
猶
太
人
の
犠
牲
紀
於
：_て
猶 

|

驗
さ
れ#

信
仰
は
、：

基
督
其
人
に
働
*
々
れ
、
i

中
：
. 

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
迻
运
ふ
こ
^
を
要
求
す
る
の
‘ 

で

あ

：各

：
。
§

f

法
律
は
> 
私
達
を
*
瞥
に
誘
：ひ
，

又
餘
牲
に.於

，：

け

名

信

仰

：を

私

達

に

敎

.八
る
«

0
先
生
で
.；
 

あ
つ
れ
デ
.而
も
其
完
全
な
；る
意
味
を
顯
示
す
る
0
は
、

第
3
_

九
五

第

十

七
卷

(

g
o七〕

雜

錄

カ

ロ
 

V
Y
*フ
オ
少
ク
ス
女
史

W
^
K
X
•
ス
チH

ア
|

>

|

少



ぶ
卜
七
饴(

.

y

,

\

>
*1
绦
.
.カ
ド
，
 ̂

>
5
.

オ
ダ
'‘fス、'女
取W

ク
：.？
^
*ス
：
チ
ネ
ア
ー
ト
*
ミ

ク

0̂
0 

九
六

#
督
の
.み
：で
ぁ
る
さ
謂
ふ
K
在
る
。
私
は
、

氣

ー
 

て
此
話
に
非
常
な
輿
，他
を
持
つ
て
®
た
が
、
其
後
*
何 

も
«
く

忘

れ

之

や

，
？
に

な

つ

て

し

i
つ
た
0 

.
私
は
、
物
悲
D

W
に

又

物

思

は

し

げ

に

‘、

念
ロ

 

3を 

支
免
^
步
し
た
。さ
う
しV

其
'®
る
ざ
、
H
oi
p.
l
H
s
d
r

ot
c
k
h

■の
：逾
怖
勝
倒
薇
が
、‘
私
の
服
前
に
«
ぐ
坯
_
が
に
«
は 

れ
.
。̂
そ
乙
で
私
は
獨
語
す
ら
ぐ
、『

何
故
に
^
の
伽
く 

.，私
は
、
不
信
仰
0
悲
慘
な
晴
示
に
千
涉
:b
、
nr
も
^

*
 

^
長
.い

間

私

'に
.提
哄
し
て
居
る

所
の
薇
く
可
ぎ
贈
物
を 

_
,
1し
で
、
下
界
.
'

2

於
け
る
力
の
勝
，利
を
誇
る
や
う
に 

助
カ
じ
故
け
れ
ば
^
ら
ガ
.い
か
1
ビ
”
馨

は

、

.
彼

を 

信
仰
す
る
總
て
0.
A
の
救
#
者
で
ぁ
^

>

5を
"
私
は 

:知
^V

居
る
。
さ
う
し
て
私
は
、
基
督
を
信
仰
し
、
.且 

不
信
仰
ど
爭
ふ
の
に
站
督
の
援
助
を
仰
ぐ
。
私
の
疑
惑

:

|

9

_

| :
1

1 '
;

|

_

.

.
'さ

れ
-
^

0.
定

劳
.
ぶ

幸
.
福

‘
.な
.

豫

期
.
.に
.

.

^

滿

し
^

‘；
，^

^

^

^
私

は

、

'
J
o'r
. 

‘s
t
e
v
e
s
B

 :

の
，®
釋
の
.
.
|
#
を
^
.記
に
認
^
て
_‘，居
.

る
讀
、'
.其
眞
01
が
，
_

^

，̂

趣

く

、
暴
.々

せ

、
.
妄
 

ひ
盡
さ
れ
ね
辖
偸
快
眷
前
.

&
出

し

拎

。
：
從

^

^

に 

:脚
惑
き¥
炫

或

基

^

^

的

敎

迦

0
全
魏
性
は
、
今 

j

冷
眞
鼙
の
太
.陽
の
.如

ふ

_
亿
婶
い
^
。
.名
ぅ
し
ず
許 

與
さ
れ
ぃ
れ
多
幸
の
光
f

»
し
：.て
：私
®
覺
え
れ
感
謝 

| 

'は
.
：强
烈
«
も
0
で
あ
今
た
9
私
は
：何
れ
.の
1

^
於
ポ 

j 

:名
？
稱
の
心
の
上
に
蘇
ぼ
#
霉
靈
0
,作
用
を
每
|
&
す
る 

|

こ
ビ
’が
出
來
汝
。
：何
故
在
者
ふ
ほ
私
は
、
從
來
屢
：々
、
.
. 

a
々
0
_
論
砮
讀

今)

.且
#
い
て
、
夫
：

議
論
を
、
. 

，
今
私
の
心
に
斯〜

も
明
*
^
話
掛
け
ら
れ
れ
議
論
ビ
同 

| _

様
に
、
決
定
的
.で
あ
り

.

.X
洵
に
時
ゼ
1>
て

^

I
あ
基
^

3
た
が
委

あ

汽

,併
き
.是
れ
は

1..興
班
當
«

:

感
化
を
與)

へ
時
に
過
ぎ
な
か

^
尨。

:

私
は
決
し
て
、
今
迄
私
の
經
驗
し
て
來
た
困
惑
ヒ
i 

a
問
と
、
難
«.
£
を
.悲
し
ま
^
い
？
夫
等
0
事
は
、
他 

人：

に

對

ず

，る
.私
'の

寬

容

さ

を

增

し

、

f
p
r
 ̂
f

若
L

督
'敎
徒
0
希
留
を
充
た
，す
所
の
光
榮
あ
る
眞
理
が
唯
だ 

受
動
的
に
の
み
吸
收
さ
：れ
た
な
ら
ぱ
、
怼
が
感
知
し
得 

た

も

め

に

比

し

て
.-
?

夫

等

の眞

理

：に對
:t
る
遙
か
に
高 

い
.價
値
€
、
遙
か
に
深
い
威
動
ビ
を
私
に
與
へ
て
居
る
：
 

の
で
あ
る
。
故
に
夫
等
の
眞
埋
.を
®
自
身
の
も
の
ど
し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ど
云
，.ム

苦

鬪

は

，
、

將

來

の

.
不

信

仰 

を
妨
げ
る
た
め
に
、
叙
の
記
憶
の
中
に
生
じ
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
。
さ
ぅ
し
て
私
達
に
，許

與

さ

れ

て

，
居

る

信

仰

の
 

度
合
が
、
：全
く
天
上
ょ
り
0
贈
物
で
あ
つ
た
と
云
ふ
：確 

信
は
：、
：：熱
心
に
又
忠
實
に
私
を
導
.い
て
、，
私
m
身
並
に 

他
人
の
た
め
に
4
神
ょ
.、.私
達
の
信
仰
を
增
、さ
、し
、め
^
 

て
ぅ
懇
願
へ
赴
か
せ
る
の
で
あ
る
。」

'ぐ
右
は
、
？0

X

女
史
の
'

|

八
四「

一
年
七
月
十
四
日
附
日 

:

記
の
犬
意
で
あ
る
。
以
て
女
史
の
弱
者
に
對
す
る
同

情
 

が
那
邊
ト
^

生
じ
て
、
，如
何
程
强
大
な
も
の
で
あ
つ
た
. 

力
^
,
:察
す
る
’こW

が
出
來
る
^
思
ふ
。
然
る
.に
女
史 

の
甚
瞥
觀
は

r「

八
五
五
铝
四
月
十
三
日
附
の
日
記
に

第
；
！
-

七

怨

CP C

1

0
九)

：

雜

0

カ
ロ 

v

、
\

oフ
方
-ン

は
、
下
の
如
く
附
加
へ
ち
れ
た
所
が
め
る
。
日
く 

「

扨
て
私
の
最
近
に
於
け
.る
*
信
は
、基
督
の
自
妙
的
. 

鱗
牲
が
行
は
れ
た
の
は
、
神
の
憤
怒
を
鎭
め
る
た
め
で 

.は
な
く
、
寧
ろ
同
胞
に
對
す
る
基
督
の
無
限
の
愛
著
を 

{

言
著
は
し
、
斯
く
て
同
胞
を
霖
督
待
身
に
和
合
す
る
た
，
 

め
で
あ
つ
た
^
謂
ふ
に
在
る
。I
即
ち
凡
ゆ
る
W
類
の
鱗 

|
;牲
は
、
驻
督
に
接
近
す
る
こV」

で
あ
り
、
又
基
督
の
嘆 

\

，.美
す
る
所
で
あ
る
。
.'
さ
ぅ
し
て
ff
i
督
が
同
胞
ょ
り
彼
等 

■

至
誠
S
愛
著
^
の
®
據
ビ
し
て
驱
求
す
る
所
は
、
彼 

ー:!
等
同
胞
自
身
の
意
悤
を
狀
>
;甚

督

が

か

久

的

|

§^
で

ぁ 

(

；る
自
己
犠
牲
1:
:
ぅ
某
督
の
意
11
'!心
に
服
從
さ
せ
る
こ
ビ
に 

\

在
る
。
斯
く
て
S
督
は
.、
彼
等
同
胞
に
賦
與
す
る
に
、

I

基
督
自
身
に
依
て
の
み
ig
«
せ
ら
る
可
き
意
思

€力
£ 

を
以
て
す
る
の
で
あ
る」

ど
。

.
,續
い
て一

八
四
四
年
及
同
四
五
年
は
、

F
o
x

女
史 

に
収
て
一
大
悲
嘆
の
時
期
で
あ
つ
て
、
日
記
に
も
白
紙 

の
儘
の
所
が
®
な
く
な
い
さ
ぅ
で
あ
る
.。
翌
ー
‘八
四
六 

ク
ス
女
史
ミ
ジ
ョ
ン•ス
チ
ユ
ァ
！
ト
©
ミ

ゲ第
.

n.

號 

九
セ



第

十

七

卷c

四
.

1

〇)

.雜

織

•力

&
9
X
。

プ
ォ
少
ク
ス
女
史
^
—

r

0

§

九
八

年
女
.
は̂
、
兄Robert Barclay F

o
x

夫
妻
と
；共
に
瑞 

西
に
：旅
行
し
た
。
.
1<
四
八
卑
女
史
は
血
管
破
裂
に
苦 

し
^
:ら
れ
れ
°
其
後
J

A
五
四
年
二
月
兄
^
ocr
s
 

B
a
r
c
l
a
y

は
、
保
藜
;0
た
め
|£
英
國
の
土
を
離
れ
.て
埃 

及
^
姓
ぃ
れ
が
'

_
ニ
月
0
.̂
3

の
近
く
で
永
眼
し 

た
.。
思
へ
ば
前
月
女
史
が
”So

u
t
h
a
m
p
t
o
n

迄
見
送
つ 

れ
の
は
、
兄
妹
最
後
の
诳
别
で
あ
つ
れ
°
女
史
が
兄
の 

永
眠
^
非
常
^
悲
ん
だ
こ
€
は
、
旣
に
骷
し
れ
所
で
ぁ： 

:

る
,

；當
時
女
史
が
一
人
の
從
^
に
浍
づ
^
書
信
を
見 

る
：

V
、
：

如
何
に
も
«
有
«
が
敝
前
に
現
出
す
る
や
う
で 

あ
'る
o
今
^

1

節
を
.引
用
す
る
に
、

「

私
達
は
、Robert Barclay F

o
x

 V

云
ふ
名
が
、決 

し
て
私
達
の
中
ょ
b

除
外
さ
れ
な
い
で
あ
ら
う
ぞ
云
ふ 

Z 

?

に
は
、

一
致
し
て©

る
。
さ
う
し
て
私
達
に
は
、 

其
處
にR

o
b
e
r
t Barclay. F

o
x

が
今
迄
ょ
う
：も
生
々

€
又
勢
ひ
ょ
く
現
は
れ
る
や
う
に
思
は
れ
る
、
彼
は 

^

0

へ
な
ゼ
®

放
さ
れ
な
.
い
で
あ
ら
う
。
噴
々
、
汝
を

愛
す
る
人
々
よ
り
離
れ
：る
ミ
表
ふ
.や
う
な
記
憶
を
、
何 

う
し
て
私
達
は
、
抱
く
こ
ビ
が
出
來
や
う
。Ba

r
d
a
y

に 

就
て
®
れ
て
宜
い
€
云
ふ
こ
足
は
殆
ん
ど
«
い
。
總
て 

が
、
感
謝
S
愛
著
ヒ
を
以
て
思
出
さ
る
可
き
で
あ
る
。

|

楚
れ
は
、
何
れ
も
空
想
で
あ
り
、
妄
想
で
あ
る
か
も
知 

f

れ
.な
い
が
、
私
は
兄
が
ナ
億
萬
±

の
彼
方
へ
行
つ
?

,
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
さ
，フ
し
て
私
は
へ
兄
の
こ
^
を
考 

一
べ

て

も

悲

し

く

«
い
"
何
故
ビ
云
ふ
に
现
逄
の
一
人
は
、
 

t
無
事
に
彼
方
へ
：上
陸
し
、
凡
ゆ
る
辛
苦
皮
恶
_
と
は
終 

::
;
,了
し
、
競
爭
の
目
的
は
到
達
さ
れ
、
而
も
神
は
兄
の
救 

濟
を
光
榮
ぐJ

し
て
居
る
ど
云
ふ
意
味
が
、
如
何
に
も
刺 

戟
的
で
あ
.り
、
鼓
舞
的
で
あ
り
、
獎8

的
.で
め
る
か
ら 

j 

.

.で
あ
る
。
嗯
々
、
總
て
が
非
常
に
不
可
思
議
で
あ
り
、
 

又
多
幸
で
あ
る
か
ら
、
私
は
愁
傷
の
間
暇
を
持
れ
な
い
。
 

i
は
、
死
の
糸
が
兄
の
れ
め
の
み
な
ら
す
、
又
私
達
の 

’
々
ゎ
に
.も
、
斯
く
も
見
事
^
取
除
か
れ

や

う

似

.

想 

.

像

す

る

，
こ

ビが
_

ff
l
來
な
，か
.：つ
れ
.。
確
如
に
同
.
.
^

の

『

吸

ぐ'箸
の
#
<
8

』

が
；、
私
達
双
方
め
t

p
在
る
の
で
、
It
だ 

私
a
は
、
全
試
練
を
光
滎
あ
る
も
の
せ
じ
、
k

夫
れ
を 

極
め
て
神
.聖
％
も
の
^
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
所
の
、
美 

は
レ
き
慈
悲
に
對
し
て
:"
私
達
の
神
ど
救
世
主
ど
へ
威 

謝
す
る
こy

レ
は
、
*

‘い
^

-
月
日
を
耍
す
る
で
，あ
：ら
ぅ
. 

!ぞ
感
す
る
こ
^
が
出
來
る

に

過

ぎ

な

い

。

一
！
^
々

」
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後：1

八
五
八
年F

o
x

,:
女
史
は
、
取
を
失
つ
た
。

1

八
五
‘九
年
の
春
女
史
は
、
父
及
び
妹
ど
共
に
羅
拋
ビ 

N
a
p:(
r

s

kを
訪
れ
た
。
一
八
六Q

年
義
姉(

兄Robert 

Barclay F
o
x

の
秦)；

が
怫
W
の

：

P
O
U

市
で
歿
し
た
，
 

•の
で
ク
四
入
の
孤
兒
は
ノ
定
分
ロ
き
へ
歸
つ
て
來
た
？ 

之
が
衣
め
に
女
史
は
"
；'
;
悲
し
み
も
加
は
り
は
し
た
が
r 

夫
：れ
を

«
ふ
ね
餘
b
あ
つ
た
。
®く
て
數
年
間
女
史
は
、 

木
斷
の
;a
意
を
以
て
四
人
の
甥
姪
の
養
育
に
全
力
を
鍵
:: 

し 
uor."
 

....

.1

八
六
一
.

11

年
女
史
は
、
Is
其
两
部
の
.Ma

t
a
m
o
r
o
s
*

 

へ
の
自
由
に
關
す
る
篓
員
翁
へ
出
席
す
る
父
ど
共
に
、:;
西
；

销
十
,
卷

s
j J)

.

雜
錄
カ
ロ
リ
で
フ
ォ
少

»
贵
へ
赴
い
た
が
、
;l
l
b地
.で
女
史
は
甚
だ
し
く
_
旗
を 

害
し
た
。

一
八
六
六
年
女
史
は
、<
§
.
§
に
赴
い
た
り
、 

,
巴
里
大
博
覽
會
の
見
物
に
行
つ
允
b
し

た
'*
併

し

先

年
 

«:
し
た
女
史
の
健
康
は
、.
未
だ
充
分
恢
復
し
な
か
つ
た 

j

の
で
黻
寒
に
は
殊
に
惱
ま
さ
れ
た
。
勿
論
女
史
は
常
に 

.病
弱
で
あ
つ
た
の
で
ば
な
い
。
®
に
慢
性
氣
管
支
炎
に 

惱
ま
さ
れ
た
丈
け
で
あ
る
> 
一
八
七
0
华
十
ーI

月
一
一
十 

五
日
女
史
は
、
積
雪
を
踏
み
つ
、
附
近
を
散
步
し
て
、

\

太
陽
に
輝
く
雪
景
色
^
賞
讃
し
た
が
、同
行
の
友
達
气 

\

女
史
の
た
め
饮
雪
獬
の
空
氣
を
氣
遺
つ
れ
。
夫
れ
は
、

\

濕
冷
の
空
氣
が
女
史
に
禁
物
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

I

來
せ
石
哉
、
之
が
た
め
に
女
史
は
、
病
床
に
親
し
む
身 

\

ビ

f
,
遂
に
月
外
の
散
步
を
胄
し
む
こ
S
が
出
來
な 

く
な
つ
れ
0

!八
七
_
1年
茈
月
女
史
は
、
新
年
の
®
禮 

「

中
感
w

K
ff
i

A
、
寄
る
年
雜
に
病
氣
に
對
す
る
抵
抗
力 

を
失
ひ
、
同
月
十
二
日
不
歸
の
客
ビ
な
つ
た
。(M

e
m
?
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チ
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，
ミ
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第

一
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M
e
m
o
i
r
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pp. 

xv.xxvii) 

る
か
，
夫
れ
は
現
を
改
め
て
記
す

右
は
、

F
o
x

女
史
の
生
涯
並
に
性
質
の
槪
婴
で
あ 

0 

，る
。
而
も
女
史
は
，
終
生
獨
身
で
あ
つ
^
。
故

に

女

史

〕

き

m
け！
 

I
 

s c
a
r
l
e

 

F
o
x

女
史
ど
の
交 

を
呼
ぶ
に
は
、

〜v. 
L. 

C
o
l
l
e
y

の
如
く 

M
i
s
s

、
際
が
始
ま
つ
た
の
は
、

1
八
四
0
年
三
月
十
六
日
で
あ 

C
a
i
n
e
.

 F
o
x

 

ビ
云
は
ね
 
_ば
な
ら
ぬ
。

1

-

1
 

 ̂る
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w
*
r courtaeyv. LifV 

o
f 

J. 

S. 

Mill, 

p
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7
0

) 

Writings 

of J, 
S
,.'
M
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7〇)

M.
:
;然
る
に
麥
一
：是れょり先さ

 

John 

の
弟 

H
s
r
y

 

(James 

INSi 

の 

H
I
L
n
g
、

博
士
の
大
著「

近
世
®
學
史
し
の
邦
_
に
は
"

\

三
男)

は
、
肺
病
療
養
の
た
め
に
、
1

0

1
附
近
の 

カ
ロ
リ
ン

.
•
フ
ォ
ッ
ク

.

ス
夫
人
ビ
な
つ
て
居
る
。
是
れ

.

\ 

T
e
r
r
a
c
e

に
在
る
旅
館
に
逼
留
し
て
居
た
。

一
八
四
〇 

は
、.，：譯
者
の
不
注
意
と
許
0
^
は

，云

：
へ

な

い

が

、

''
'
:間

\

年
二
月
八
日
附
の一?

o
x

女
史
の
日
記
を
見
るVJ、

此 

な
の
は
'事
實
で
あ
る
。(

北
昤
吉
氏
譯「

近
世
粗
學
史」

下\ 

p M
i
l
l

の
母
、
：即

ち

g

u
の

夫

人Harriet 

秀

-.
四
八
八
頁
參
照
，

)

你
ほ
私
は
、
參
考
ま
で
に
英
_ 

一
 

B
u
r
r
o
w

が
、
次
女x

i
a
r
a
:
l
l

女

H

賺

 ̂

I

伴 

書
を
凋
べ
た
所
、
何
れ
も

S

に

c
i
n
e

 

F
o
x

ど
書\

つ
て
、H

e
n
r
y

の
看
脉
に
ず
れF

o
x

女
史
の 

い 
I

 
つ
ft
。
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l
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e
r
t
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t

 

旣
に 

H

I
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l
l

ミ 

o
f 

M
o
d
e
r
n

 phHoiophy, translated fVom the: Ger m
e
n

 

而
識
を
交
へ
て
尼
ね
.、
女
史
の
相
も
兄
も
、

H
e
n
r
y

 

を

I
o
n by

 B. 

F
v Me

y
e
r
'
v
o
l
'
I
I
V
P
P
V

 

S
9

5
r

l

指
し
て
、
大
變
奇
麗
"
靠

で

、
彼
の
輪
署
云
ひ
、： 

I

 

f
 
n

女

史

t 3
t

l

1

I

交
際
は
、

色

艷

墓
ひ

、

如
何
に
も
優

S

上
に
、
彼
の

聲

•か 

I

f

,
又

如

何

f

 |

¥

結
は
れ

2

|

:'
::
頗
る
音
曲
的
で
あ
る
か
ら
、
殆
ん
ざ
精
氣
の
や
う

(ethereal 〕

だ
ビ
S
つ
た
皮
記
し
て
あ
る
。(

g
e
m
o
r
f
e
s

崃
力
の
あ
る
、
論
宓
で
あ
^

r
ダ
-シ
取I

げ
ヤ
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o
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o
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o
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女
史
は
度
々
即
ち
ニ
月
十 

S. 

Mill, 

Autobiography, 

pp. 

1200
,

o,
t
h
s
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〜
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七
H
，

十

九

！
！
：
、

ニ
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ニ
日
、
ー
1士

1百

、
ニ
十
四
！̂
、 

L. 

c
o
u
r
b
e
y
.

 

Life 

of 

J,, s. 

Mili, 

p
p
.

s
r 7

p
7
3
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二
十
七
日
、

二
十
八
：

n
、

三
一
：日、
等
に

J
c
h
n

 

\ 

74:

りi

今

衆

、

右

田

兩

學

士

共
！！

「

ミ

ル

自

叙

傅
」
一
,

八
ニ 

Stuart 

M
i
l
i
^
^
c
i
a
r
a
M
i
i
r

 

を
伴
つ
て
近
傍
を
散

|
 

單
、
及
ニ
ー
七
1(
乃
至
ニ
1
1三
^
^
^
^
^
^
^

步
し
1

一
一
月
十
九
日
の
I

は
、
I

 s
t
l
g

チ

I
..
I

女

史

の

三

草 

次
の
如
く 

共
に
-
女
史
は
、
吹
雪
を
P

て

p
l
a
n
c
e

方

而

へ|

記
し
て
あ
る
ノ 

I 

赴
き
ノ
地
質
を
研
究
し
だ
b
、
il
l
登
り
を
し
た
り

、

「
H
e
n
r
y

 

M
i
l
l

の
長
兄John 

Stuart 

M
i
H

が
來
れ 

C
o
r
n
w
a
l
l

.の
鑛
山
生
活
を
見
物
し
た
り
し
て
、Cl

a
r
a
s

 

j

の
で
、：
私
達
に
紹
介
す
る
た
办
に
、Q

a
r
a

が
彼
ヒ
連 

.喜
ば
せ
れ
。
女
史
の
友
人John 

Sterling

は
、
當
時
一
れ
て

|»
ね
|2
。
彼
は
、餘

0
見
受
け
な
い
容
貌
の
人
で
、 

胸
病
锻
_
の
た
め
に
サ
巴
日
シ

|

に
滯
在
し
て
居
れ
の
即
ち
彼
の
顔
付
は
、
精
巧
に
彫
刻
さ
れ
た
中
に
銳
敏
さ 

で
あ
る
。彼
は
、
1
八
ニ
八
苹
偷
敦
の
思
索
會(

«
8
1
1
1
ゲ

|

ビ
、
感
受
性
^
が
.あ
つ
て
、
今
私
の
記
憶
す
る
所
で 

tive 

s
o
c
i
e
t
y
)

に
於
て
以
來
、
gl
日
：を
知
つ
て
«
れ

の

'
は
、
何
人
ょ
6

も
瑞
西
の
神
學
者
且
骨
相
家J

&
a
n
n

 

.で
、
彼
は
女
史
に
、C

l
a
r
a
,
M
i
l
l

の
長
兄John S

t
u
a
r
t

. K
asper 

L
a
v
a
t
e
r

の
货
像
に
似
て
居
る
。
彼
の
昏
聲 

Mill.

が
非
凡
な
力
と
天
才w

の
所
有
者
で
あ
^
/
:形
而
は
、云は

>
優
雅
其
物
で
あ
0
て
、
彼
の
言
方
は
"如
何 

i
,學
に
於
け
：る
新
學
派」

の
劍
設
者
で
あ
；̂
、
k

非
常
に
に
も
音
聲
ど
容
貌
ぞ
に
逾
合
し
て
居
る
。
彼
は
私
の
兩

第

十
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卷
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；
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禅
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想

'

_ 

第
3
璘

l
a二

あ
ら
う

0

第
十
七
#

C

四
一
四〕

維

錄
 

親
皮
無
言
の
ま
V

振
平
し
た
。
然
る

後
に
篤
ヾ

»

#

の 

好
意
を
謝
し
た
。
彼
の
日
ぐ
-『

諸
事
蔣
端
、
如
何
に
も 

整
へ
り

』

X

。H
e
n
r
y

 

M
m
,

は
、
物
靜
か
に

兄

を

迎
へ 

て
、
#

ち
く
兩
人
は
、
大
麵
而
白
く
文
慰
め

ら

れ

把

ら

-:
: 

し

く

、

物
語
っ

.て
思

た

ノ

へ

醫

邮

のB
u
l
m
o
r
e

が

來

ら

: 

れ
た
の
で
、
彼
は
他
の
人
々
を
室
外
に
遠
ざ
け
て
、
弟
へ 

H
e
n
r
y

の
容
態
を
問
ふ
た
。
徽
肺
：は
答
へ
て
:4
さ

あ

、
ゾ 

多
分
午
前
中
位
は
持
っ
で
せ
ぅ』

.
？

I
K
O
た

。

然

る

に| 

" 

午
前
中
は
無
事
に
過
^!
て
、H

e
n
r
y

に
別
條
が
な
か
っ
1 

た
の
で
，M

i
U

は
醫

陬

に

向
っ
て
、『

君
の
豫
言
は
的 

中

し

ま

せ

ん

で

し

た

ね

え

』

€
云
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m
Q
r
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e
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o
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John 

Stuart 
M
i】

l
)£
の

初
對
二 

而
に
關
す
る
女
史
の

記
述
で
あ
る
？
兩
潑
は
、
此
日
ょ
'

り
次
第
.に
親
密
な
交
隙
を
結
び
，
«

々
の
問
_
に
就
て
ヾ
:■ 

討
議
を
交
へ
る
に
至
っ
•た
の
：で
あ
る
。
；
次
號
に
私
は
、
，ベ」 

F
o
x

女
史
の
0
記
を
追
ふ
て
、
其
詳
細
V
紹
介
す
る
> で

.

:

-
人

口

論

」

の

哲

學

思

想

_

;

::
:

:

;

津

田

誠
 

二

.ぐ

：I.

B
統
贼
經
濟
學
は
其
搖
■
の
時
代
に
於
て
、
本
質
的 

に
相
異
るI f.

種
の
哲
學
の
影
響
を
享
け
た
U
隨
つ
て
此 

學
派
が
經
濟
上
の
自
然
主
.義
.、
;換
言

す

れ

ば

自

_

放

任 

0,
提
唱
を
以
て
、
:f
f
i
g常
の
綱
：領
さ
爲
す
は
周
知
の
辦 

實
に
屬
す
る
も
、
：其
：究
極
の
歷
だ
る
哲
理
的
論
據
に 

遡
及
す
る
時
は
、
人
々

ら
興
同
を
#
し
又
時 

.期
に
應
じ
て
之
を11

期
に
大
別
す
る
事
が
出
來
る
。
前 

:期
は
即
ち
古
代
希
|1
の

_

然

法

說

ど

中

仳

以

降

の

跋

督 

敎

思

想

：の

抱

合

に

依

つ

/て
生
.じ
.な
る
：

神

學

的

他
#

湖
乃
至
人
生
觀
が
、
經
濟
學
說
’の
：背
景
を
爲
せ
る
時
代 

で
I

 

o宇
宙
に
は
*
«|
]
造

^

た

る

神

の

明

示

成

は

皿
 

示
t

i

然
の
秩
序
が
有
り
自
然
CO
;
法
則
が
有
る
。
此 

秩
序
法
則
を
透
見
し
て
：是
に
滴
應
す
る
'順

路

，を

步

む

银
 

が
、
*
て
人
類
全
般
の
福
趾
を
增
進
し
神
の
.理
想
を
實
. 

現
す
る
所
以
で
ぁ
る
ふ
現
li
t
に
翩
漫
ザ
る
ル
^
の
慘
禍 

は
、「

人
爲
の
法
則
が
自
然
0
法
則
を
攪
亂
せ
る
に
起
因 

す
る
。‘故
に
一
切
の
掏
来
を
做
*
し
て
、簡
明
な
る

r

自 

然
的
自
由
の
法
則」

.を

顯

現

せ

ね

：
ぱ

な

ら

ぬ

>£
:
_
云

ふ

の 

が
其
論
旨
の
大
要
で
ぁ
る
。
“彼
等
に
取0

て

は

：
自

然

な

「 

る
レ
の
が
則
ち
善
な
る
も
の
で
ぁ
つ
た
。
隨
っ
て
そ
れ 

は
、：
萬
有
が
夫
々
神
の
豫
め
定
め
た
る
究
極
の
目
的
を 

具
布
す
ど
獅
る
目
的
論
の
見
地
に
立
つ
て
.、
事
物
を
*
. 

.照
す
る
も
の
で
な
る
：。
，是
に
反
し
.て
後
期
は
斯
か
る
形 

而
上
學
的
先
驗
的
前
提
を
悉
皆
排
除
し
"
快
苦
の
計
量
 ̂

.を
*

f

す
る
べx

タ
.
.ム
繞
の
功
利
*
義
哲
學
が
、
經 

濟
學
ビ
緊
密
な
る
提
携
を
爲
せ
る
時
代
で
あ
る
。：
ベ
ン

第
十
-七
卷
、

(

四一

五〕

：
雜

錄

T

人
口
論」

の
哲
學
！

タ
ム
に
從
へ

t
r
l
「

自
然
は
人
類
^
伏
樂
典
び
否
油
を 

云
ふ
ニ
：個
の
生
權
者
の
B

T
に
®
い
た「

吾
人
が
阿
を 

爲
さ
ん
e
r
tる
か
を
決
定
す
る
と
共

に
、

又
吾
人
が
.何 

を
爲
さ
ね

.ば

.な
ら
ぬ
か
を
指
示
す
る
も
の
は
唯
此
，兩
者 

の
み
で
あ
る
。
.

」

功
利
の」

股
理
ど
は
此
心
.现
上
の
事
實
の 

■認
.論
に
燕
き
、「

如
何
な
る
行
爲
に
も
め
れ
、
楚
に
.關
聯 

す
る
人
々
の
'幸
福
を
■増
加
す
る
炉
若
し
く
は
.減
返
す
る 

か
の

傾
间
に
«
つ
て
、
該
行
爲
を
或
は
善
ミ
し
て
或
は 

M
ど
ず
る
原
理
で
あ
る
。」

「

功
利
ビ
は
其
關
係
者
に
便 

宜
、利
益
、
快
樂
、福
利
g
‘ち
.幸
福
を
赋
興
し
ハ
是
等
の
語 

は
此
場
合
總
：.て
同
一
物
で
'あ
る)

、苦
し
く
は
災
禍
、
苦 

.痛
、害
.！r

即
ち
：不
幸
.

c

是
等
の
語
：も
亦
同
一
意
義
で
あ 

る)

.の
礙
生
を
防
lb
す
る
所
の
事
物
の
性

®
を
^
ふ
の 

で
あ
る
'
。
.若
し
其
[»
«
胄
が
公
，共
则
.體

な

る

時

は

.
功

利
 

.は
'公
共
の
幸
福
を
意
味
し
、.
特
定
の
個
人
な
る
時
は
其 

個
八
の
幸
福
を
.意
味
す
る
も
の
で
あ
る

：
。
し

而

し
<
y「

_
 

ふ
所
の
公
*
ご
は
、
其
成
員
：
«
h
vビ
看
做

さ
..る 
> 
個
人 

M
, 

笫
ヨ
鱗
.、

l
o
H-


